20xx年xx月xx日・xx日開催
＜ＥＳＭＲ/ＥＳＭＧトレーナー養成セミナーシラバス＞
	コース名
	ＥＳＭＲ/ＥＳＭＧトレーナー養成・トライアルセミナー

	受講対象者
	組込みソフトウェア開発において、プロジェクト計画書の作成を推進する人

(組織の品質向上推進者および教育担当者) 。

	コースの位置づけと狙い
	ＥＳＭＲ/ＥＳＭＧトレーナー養成セミナー（基礎編コース）、（中級編コース）、（トレーナー養成編コース）のコースシラバスや運用マニュアルを含めた教材の妥当性を検証し改善することを目的としたトラアイルセミナーとする。

	講義・演習の内容
	1． 基礎編コース：

【講義】90分：1日目…13:00～14:30

・プロジェクトマネジメントの必要性

・プロジェクト計画書の重要性

・ESMRの目的・狙い

・ESMRの概要（プロジェクト計画書に記載する項目と記述フォーム）

プロジェクトの概要、体制、リソース計画、作業計画、品質保証計画、リスクマネジメント

【演習（オプション）】９０分：1日目…14:30～16:00

演習内容　開発プロジェクト計画書の評価と修正

・課題１:プロジェクトの目的、目標および目標達成のための手段の記述レビュー

・課題２:プロジェクトの範囲、前提条件と予定成果物の記述レビュー

・課題３:プロジェクトのスケジュール、およびプロジェクト開始後のスケジュールの更新・見直しの手順の記述レビュー 
2． 中級編コース：

【講義】180分：1日目…16:00～17:30、2日目…09:30～11:00
・ESMGの全体概要（ESMGの位置付け、特徴と想定利用者、構成）
・プロジェクト計画立案手順（立案手順と11個の共通検討テーマ）
・ESMGのトレーニング編の概要（事例プロジェクト、トレーニング編の記述の構成）
・事例を用いた計画立案の11のテーマとそれぞれの重要ポイント
【演習（オプション）】150分：2日目…11:00～14:30
（下記の２課題のいずれかを、受講者の希望により選択し実施する。）
・課題１:「要員計画を立てる」に関する演習
・課題２:「リスクマネジメント計画を立てる」に関する演習

3． トレーナー養成編コース：

【講義】30分：2日目…14:30～15:00

・プロジェクト計画書における問題、問題の定義と問題解決
【演習】60分：2日目…15:00～16:00

・課題：プロジェクト計画書作成における問題の定義

【講義】30分：2日目…16:00～16:30

・プロジェクト計画書作成推進シナリオの検討

【演習】30分：2日目…16:30～17:30
・課題：導入・推進シナリオの作成

４．まとめ：17:30～17:40

	受講終了者の到達目標
	本講座の受講後の到達目標は、実現性の高いプロジェクト計画書の作成を推進することができるようになる。

	受講対象者の前提知識など
	・事前確認シートを記入し、プリントアウトを、6部(チーム分＋1部)持参すること。

・組込みソフトウェア開発経験があり、プロジェクト計画書の必要性を感じている技術者を主たる対象者とする。

・ＥＳＭＲ/ＥＳＭGの基本的な知識があることが望ましい。

	受講者規模
	20人程度を想定している。

	その他
	・講師は、メイン講師1名とサブ講師1名以上とすること。
・教材の改善に向けて受講者アンケートを実施すること。
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